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時価総額１兆円企業を追いかける企業 

 

昨年３月にＪＡＳＤＡＱ市場に上場したネットマーケティング（６１７５）が新分野

への参入で成長指向を強めています。ＩＰＯ市場には現在、需給面の良さを狙った短期

資金の流入が見られ、利益水準がまだ低い銘柄にも比較的高い評価を行おうとする流れ

があります。２月のＩＰＯ２銘柄（Ｍマート、ジェイテックコーポレーション）は公開

価格に対して初値が４倍以上にもなるなど過熱気味。それに比べ着実な利益成長を続け

る同社は公開価格１１４０円に対して初値は１５５２円と穏健なものでした。しかもそ

の後１０６２円の安値まで売られるなど上値の重い展開が見られました。 

その背景にはＶＣの売りがあったと見られます。この点について同社は先日の説明会

でＶＣの持ち株比率はほぼゼロになったことを明らかにしています。需給面での改善は

朗報と言えます。更に同社は既存事業である広告事業の着実な伸びと恋愛マッチングサ

ービス「Ｏｍｉａｉ」の高成長に加え、メディア事業に新たにＱｏｏＮ（クーン）とい

うデーティングアプリを投入し、来期以降の急成長を目指す計画を明らかにしています。 

その結果、株価は先般２２５０円と言う高値をつけました。公開価格に対して上場１

年目にして２倍となり時価総額も１６０億円という水準にまで高まったことになりま

す。実は新規分野の参入には米国の世界有数のオンラインマッチングサービスを展開し

ているＭａｔｃｈ Ｇｒｏｕｐのビジネスがお手本となっているとされます。５０００

万人のユーザーが活用しているとされる友達探しのためのデーティングアプリを追い

かけるプロジェクトとも言えます。Ｍａｔｃｈ社は世界１９０か国で４５ものブランド

でビジネス展開。その時価総額は１月末で１兆円を超えているとされます。 

後を追う同社はＯｍｉａｉで蓄積したビジネスノウハウを武器に安心安全の機能を

盛り込んだデーティングアプリＱｏｏＮを国内向けに投入する構えで、既存事業で得た

利益を広告費などに投入しでビジネスの垂直立ち上げを狙う。正式なサービス開始を近

日中に予定しているとしているが、現状の事業規模（今６月期予想売上高１１３億円）

は来期以降も一段とスケールアップが予想されます。Ｏｍｉａｉの売上拡大から今期の

利益も拡大方向にあり中間期で既に営業利益３億円を計上。通期の計画に対して５６％

の進捗率となっており、通常なら上方修正となる筈ですが、計画を上回る部分は新規事

業に先行投資すると表明しており、その分は投資家の期待につながっています。 

直近の株価上昇を横目に同社は３月１３日付で株式の２分割を実施。流動性を高める

とともに今期中に東証本則市場への上場を予定しています。また業容拡大によってオフ

ィスが手狭になったこともあり本店を移転すると発表。時価総額１３０億円前後にとど

まっている同社だが１兆円を超えている米国の先駆企業をどこまで追いかけ追い越せ

る体制が整ったのか、それは今後の株価の動きにも現われそうです。 
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